
平成 30 年 3 月平成 30 年度 平成 39（西暦） （2018） （2027）１．事業概要（１）① 給　水 人人千㎥／ha② 施　設　
％③ 料　金

事 業 名 ： 兵庫県小野市水道事業

料 金 体 系 の概 要 ・ 考 え 方
施 設 能 力 23,700 ㎥／日

平 成 23 年 10 月 1 日

計 画 期 間 ：

13　ヵ所

～

管 路 延 長
計 画 給 水 人 口

団 体 名 ：
別添１－２小野市　　水道事業経営戦略

事業の現況

現在の水道料金は、日本水道協会発刊の水道料金算定要領に基づき、水道料金を設定しています。水道料金は、次の基本料金と従量料金の合計の額に消費税を加算した額となっています。
326.615 千ｍ

料 金 改 定 年 月 日（消費税のみの改定は含まない）

施 設 利 用 率 79.41施 設 数

策 定 日 ： 年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）浄水場設置数配水池設置数 4　施設 0.78供 用 開 始 年 月 日 50,800現 在 給 水 人 口 49,102法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）・ 非 適 の 区 分 公営企業法適用（全部適用）昭 和 38 年 ４ 月 １ 日

水 源 有 収 水 量 密 度表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
基本料金（１か月分）口径 基本水量（１か月分） 専用 仮設用１３ミリ 10立方メートル 1,180円 2,360円２０ミリ 10立方メートル 2,250円 4,500円２５ミリ - 2,800円 5,600円３０ミリ - 4,300円 8,600円４０ミリ - 8,000円 16,000円５０ミリ - 11,900円 23,800円７５ミリ - 29,600円 59,200円１００ミリ - 50,300円 100,600円１５０ミリ - 110,600円 221,200円２００ミリ - 155,500円 311,000円従量料金区分 従量料金（１立方メートルにつき）第１段階 132円第２段階 151円第３段階 170円第４段階 196円仮設用 285円臨時用 570円使用水量による（ただし、口径20ミリ以下の場合は、10立方メートルを超えた分）使用水量による

使用水量の区分（１か月分）20立方メートルまでの分（口径20ミリ以下の場合は10立方メートルを超え20立方メートルまでの分）20立方メートルを超え50立方メートルｍでの分50立方メートルを超え100立方メートルｍでの分100立方メートルを超える分
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④ 組　織

（２）

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

【組織体制】
　　職員構成　（水道部職員）　　　　３０代　１名　　４０代　３名　５０代　５名　再任用職員５名　臨時職員１名平成１１年８月、水道部上水道課、建設部下水道課、経済部農業集落排水課を統合し、組織をスリム化。平成１６年４月、水道部に管理グループと工務グループのグループ制を導入し、水の一元管理を実施。　 これまでの主な経営健全化の取組≪経営健全化の取組≫●アウトソーシングの実施平成16年度～平成18年度　第１期アウトソーシング（お客様センター、船木浄水場運転管理業務）の実施平成19年度～平成21年度　第２期アウトソーシング（お客様センター、船木浄水場運転管理業務）の実施平成22年度～平成24年度　第３期アウトソーシング（お客様センター、船木浄水場運転管理業務）の実施平成25年度～平成29年度　第４期アウトソーシング（お客様センター、船木浄水場運転管理業務）の実施アウトソーシングの効果　○人件費の削減　　　　平成１５年度　３７名　３１０，８２７千円　　　　平成２８年度　１９名　１３２，０３８千円　○未収金の削減　　　　平成１５年度末残高　　２７，２４０千円　　　　平成２８年度末残高　　　５，２４２千円
補足事項なし※　直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。
*1　「広域化」とは、①事業統合、②経営の一体化、③管理の一体化、④施設の共同化をいい、それぞれの内容は以下のとおりである。なお、将来の広域化に向けた他団体との勉強会の設置や人事交流等について説明すべきものがあればその内容も記載すること。①経営主体も事業も一つに統合された形態、②経営主体は一つだか、認可上、事業は別の形態、③維持管理業務や総務系の事務処理などを共同実施あるいは共同委託等により実施する形態、④浄水場、配水池、水質試験センターなどの施設を共同保有する形態●企業債の繰り上げ返済平成１９年及び平成２３年において、企業債の繰り上げ返済の実施 0
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２．将来の事業環境（１）

（２）

給水人口の予測

水需要は給水人口の変動と、工場用等の使用水量の分析を行い推計しています。平成１９年度の有収水量6,474千㎥が平成２８年度には6,484千㎥と横ばいでした。しかしながら人口減少。節水機器の普及により、家庭用の給水量は減少しています。今後10年間の水需要の予測としては、新産業団地が平成３２年度（2020年度）に稼働する予定により、水需要は増加すると見込まれます。その後は横ばい傾向になると予測され、平成３９年度の有収水量は6,975千㎥を見込んでいます。家庭用：人口減少及び節水機器の普及の影響により、家庭用の使用水量は減少傾向にあります。官公庁用・営業用：近年の実績からみても大きな増減はなく、今後の使用見込みも横ばい傾向であると予測します。工場用：一部企業の経営状況の好転により、工場用の使用水量は増加傾向にある。また、平成３２年には、新産業団地の稼働による使用水量の増加が期待できます。 水需要の予測

過去10か年（平成19年度から平成28年度）の給水区域内人口（三木市細川地区含む）は、平成21年度をピークに現在まで減少しています。今後も減少傾向は継続すると考えられます。今後の人口については、小野市人口ビジョンの推計値を採択し、平成39年度末（2027年度末）の給水人口は約47,000人と見込んでいます。　【実績】

　　【今後の見込】
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（３） 料金収入の見通し料金収入は、水需要予測により将来予測を現行の水道料金で見込んでいます。平成19年度には水道料金が1,147,616千円でした。平成２３年１０月に料金改定を実施したため、収益は減少したものの、一部企業の給水水量が増加したことにより平成２８年度には1,104,086千円まで回復しました。今後の水道料金は、平成３２年に新産業団地稼働開始のため工場用の収益が増加することが見込まれ、平成３９年度には1,220,440千円の収益を見込んでいます。
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（４） 施設の見通し水道施設平面図
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（５）

直径　28.4m×7.0m直径　18.0m×4.0mＰＣ造4.0m×3.0m×3.0m

ＲＣ造8.4×3.85×3.15×2連
直径　19.6m×10.0mＰＣ造ＲＣ造6.7m×5.0m×3.0m×2連9.9m×7.2m×3.0mＲＣ造9.7m×7.2m×4.0m×2連ＲＣ造10.0m×5.0m×4.15m×2連

耐震性能有耐震性能有耐震性能有

形　　状ＳＵＳ鋼板製14.0m×30.0m×4.58mＰＣ造直径　26.0m×4.0m8.0m×8.0m×4.0m×2連ＲＣ造
19.0m×8.9m×3.8mＲＣ造4.5m×9.1m×3.0mＲＣ造4.5m×9.1m×3.0mＲＣ造9.2m×9.2m×3.0m×2池ＲＣ造

ＰＣ造直径　24.0m×7.0mＰＣ造

計
日 吉 配 水 池小 田 配 水 池小 田 受 水 槽
榊 配 水 池阿 形 配 水 池

焼 山 配 水 池 2 号 池黍 田 配 水 池河 合 配 水 池 1 号 池河 合 配 水 池 2 号 池河 合 配 水 池 3 号 池河 合 配 水 池 4 号 池万 勝 寺 第 1 配 水 池 １ 号 池万 勝 寺 第 1 配 水 池 ２ 号 池

小野市の水道事業は、各地区の簡易水道事業を統合し現在に至っており、一部浄水場施設、配水池の更新を行っているものの、水源地施設、配水池施設、ポンプ施設、電気計装設備などが老朽化してきている現状です。また、市内の水道管路延長は３２６㎞です。今後も安定的な水の供給を確保していくために、計画的な施設更新及び管路更新を行う必要があります。●浄水施設　　　船木浄水場　　    　　施設能力：７，２００㎥/日　　水源：表流水、ダム水　 処理方法：膜ろ過　　　　　　　　　　　　　　　整備年度：平成２０年度　　　市場水源地　   　　　 施設能力：４，９００㎥/日　　水源：地下水　　　　　　　処理方法：紫外線処理・塩素減菌　　　　 整備年度：平成２４年度　　　河合第１水源地 　　 施設能力：１，１００㎥/日　　水源：地下水　　　　　　　処理方法：塩素減菌　　　　　　　　　　　　　整備年度：昭和５０年度　　　河合第２水源地　　　施設能力：１，７００㎥/日　　水源：地下水　　　　　　　処理方法：塩素減菌　　　　　　　　　　　　　整備年度：昭和５０年度

現在の水道部の職員数は、行政職９人（うち事務職４人、技術職５人）、再任用職員５人となっています。職員の年齢は５０歳以上の職員が55.5%となっています。全国的に見ても、水道事業における熟練職員の退職により、経験年数が少ない職員による業務遂行がなされています。水道事業の技術部門では経験を必要とする業務が多く、その技術の継承が課題となっています。また、事務部門においても、企業会計や料金制度に精通した人材が必要な状況になっています。このため、水道お客様センター及び浄水場の運転管理業務等のアウトソーシングなど民間的経営手法を活用した、効率的な組織体制及び適正な職員配置に努めます。 組織の見通し

●配水池・調整池 名　　称焼 山 配 水 池 1 号 池 5001,6002,000 耐震化状況耐震化済耐震化済貯 水 量（㎥）
2502501206284,0001,000中 谷 配 水 池 昭和49年11月11日

万 勝 寺 第 2 配 水 池育 ヶ 丘 配 水 池中 谷 調 整 池 36昭和57年7月31日昭和57年7月31日昭和63年2月29日昭和63年1月27日
平成8年12月27日平成10年2月1日

3,000

築年月日平成27年1月31日昭和45年12月14日昭和54年3月31日昭和41年3月31日昭和45年12月14日昭和52年3月31日平成4年2月1日昭和47年12月20日
6,0001,2003,300400平成元年2月28日昭和38年1月1日

ＲＣ造直径　28.0m×9.8mＰＣ造15.0m×15.0m×3.5m×2連ＲＣ造

25,460
558415203平成10年2月1日
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３．経営の基本方針
４．投資・財政計画（収支計画）（１）

（単位：百万円）３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度 ３８年度 ３９年度（2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度）44 18181818 3544 18181818 35 418181818 35 418181818 35 418181818 3521212121 51 12512512512587878787 20348 4834100100100100100 15 15 4040404090 23023023023035 10010010010010 4343434318 7070707010 75757575 172 5 37

目 標 安全・安心な水を安定・継続して供給することを目標とし、災害発生時の避難所等「重要拠点施設」及び人口密集地域等の水道管を優先的に更新する。

水道事業は、その公共性から清浄、豊富、低廉な水を安定的に供給することが求められています。多様化する生活様式に対応した水需要に応え、より安全・安心な水を供給するため、水道施設の改修、老朽管等の改良に努めるなど、給水サービスの充実に努める必要があります。また、水道事業は公営企業として、採算性を重視した経営がより求められるため、計画的かつ効率的な投資を行うとともに、安定的な収益の確保を図り、経営基盤を強化し健全経営に努めることを基本としています。●小野市水道事業の目指すべき方向及び目標目標１　安心　　安全な水、快適な水を供給　　　　　⑴　浄水場の高度化　　⑵　水質管理の強化　　⑶　給水水質の向上目標２　安定　　安定的な水の供給　　　　　⑴　安定した水源の確保　⑵　施設の耐震化　⑶　バックアップ機能の強化　⑷　機器管理システムの確立目標３　持続　　持続した水の供給　　　　　⑴　経営の効率化・強化　⑵　効率的な施設の整備　⑶　お客様サービスの充実目標４　環境　　環境に配慮した水の供給　　　　　⑴　環境への配慮（省エネルギー、資源の有効利用）（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明①　収支計画のうち投資についての説明
施設更新計画
投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

市場第３（取水井）交差点部
取水ポンプ（１台）取水ポンプ（１台）制御盤制御盤取水ポンプ（１台）取水ポンプ（１台）制御盤

施設名称水源地水源地水源地水源地河合第１（取水井）新部町制御盤取水ポンプ（１台）取水ポンプ（１台）河合第２（取水井）三和町市場第１（取水井）水源地内市場第２（取水井）ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ屋横
浄水場浄水場浄水場浄水場

配水池配水池配水池配水池
河合浄水場
船木浄水場（膜ろ過）制御盤建物付属機械・装置ポンプ設備

取水ポンプ（１台）

河合配水池（1,400）阿形配水池１号池(東)(200)
計測設備器具等中央監視設備（船木）膜交換土木建築＋委託費機械設備電気計装設備中央監視設備場内整備・配管
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（単位：百万円）３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度 ３８年度 ３９年度（2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度）1 1 1 1 1 1 1 1 1 14 053 0453 453 0万勝寺増圧ポンプ（送水）V=1,900㎥ 10101010 2222222232323232 505050501313131318181818 40404040榊送水ポンプ（送水）V=6,000㎥ 10 43 10016 3030 60 5353218218218218 36363636 165165165165 588588588588 550550550550 111111111111 203203203203 384384384384 350350350350 231231231231（単位：百万円）３０年度 ３１年度 ３２年度 ３３年度 ３４年度 ３５年度 ３６年度 ３７年度 ３８年度 ３９年度（2018年度） （2019年度） （2020年度） （2021年度） （2022年度） （2023年度） （2024年度） （2025年度） （2026年度） （2027年度）60 6015 60 7310 20110 140 140 15015 114 11410 122 12215 14215 60606060 60606060 11015 60606060 10315 15195195195195 280280280280 213213213213 165165165165 114114114114 139139139139 279279279279 197197197197 135135135135 228228228228

減圧弁更新減圧弁更新減圧弁更新減圧弁更新　市内13基設置施設名称増圧・送水ポンプ施設増圧・送水ポンプ施設増圧・送水ポンプ施設増圧・送水ポンプ施設焼山増圧ポンプ　　機械工事　　電気計装工事　　機械工事　　電気計装工事　　機械工事　　電気計装工事　　建築工事
河合増圧ポンプ西山増圧ポンプ

　建築物等　合計　建築物等　合計　建築物等　合計　建築物等　合計　　電気計装工事
①図書館前交差点～きらら～黒川町②新産業団地③垂井区画整理事業④育ヶ丘配水池～１７５号⑤万勝寺第１配水池～脇本方面

　　機械工事　　電気計装工事　　土木・建築工事　　機械・電気計装工事　　建築工事　　機械工事　　電気計装工事　　電気計装工事
中谷増圧ポンプ
小田増圧ポンプ来住増圧ポンプ管更新

⑥万勝寺第２配水池～北丘方面⑦はなみずき～らんめん～新庁舎⑧新庁舎～コミセンおの⑨らんめん交差点～小野南中⑩共進信号～旭丘中⑪はなみずき手前～小野東小⑫小田ｾﾌﾞﾝｲﾚﾌﾞﾝ～コミセン下東条管　合計管　合計管　合計管　合計
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

目 標 有益な補助金を活用し、出来る限り料金収入により費用回収を行う。②　収支計画のうち財源についての説明
≪料金収入≫平成２８年度までの実績、平成２９年度の決算見込みを基に、今後の給水人口予測、大口使用企業等の水需要の動向を踏まえ、現行の料金体系により算出しています。≪国庫補助金等≫「補助金」が財源となりうるものは出来る限り活用するとともに、内部留保資金を建設改良費の補填財源として活用します。
　＜取組例＞　　　・委託料に関する事項…平成３０年度予算計上額を基に、民間活力の活用に関する費用として年１％の増加を加味　　　・修繕費に関する事項…平成３０年度予算計上額を基に、物価上昇率を加味　　　・動力費に関する事項…今後の配水見込に基づき算出　　　・職員給与費に関する事項…平成３０年度予算計上額を基に、物価上昇率等を加味　　　・減価償却費…固定資産台帳に登録されている償却資産及び今後の投資計画に基づき算出

9



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要①　投資について検討状況等

②　財源について検討状況等

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。

今後、この計画の実施状況を適宜評価・検証を行いながら、計画期間の中間にあたる平成３４年度（2022年度）に見直しを行う。また、経営戦略と実績との乖離が著しい場合や、計画の前提となる経営や財政の状況が大幅に変更となった場合についても見直しを行う。

施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等 の投 資 の 平 準 化 平成２８年度に策定した「投資・財源計画」に基づき、浄水場や配水池など水道施設の計画的な更新と施設の長寿命化を図ります。広 域 化 兵庫県が実施する広域化の協議に参加し、近隣市と共に様々な広域連携の手法について検討します。
料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、更 新 等 に 関 す る 事 項

資産の 有効活 用 等 （ *2 ） による収 入 増 加 の 取 組
そ の 他 の 取 組 特になし

「世代間負担の公平性」を図りつつ、将来負担を平準化するため、企業債の活用を検討します。当該計画期間内において、一般会計等からの繰入金の予定はありません。

ＰＦＩやＤＢＯの導入予定はないが、委託可能なものは委託します。

繰 入 金

新産業団地等の稼働等により、当市の水需要は横ばい傾向が予測されるため、当面の間ダウンサイジング等の予定はありません。しかしながら、水需要を注視し、適切な施設規模による更新を検討します。水道施設・設備の合理化について検討を行います。

そ の 他 の 取 組

投資計画に基づいた財源計画により、今後の事業収支をとりまとめた結果、平成４８年度（2036年度）まで、資金ショートすることなく、必要な投資を行える見込みであるため、現行の水道料金を維持する予定ですが、今後の人口減少、企業の水需要に注視しながら、必要に応じて見直しを検討します。

動 力 費職 員 給 与 費 特になし

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）施 設 ・ 設 備 の 合 理 化（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

遊休資産の有効活用を検討していきます。そ の 他 の 取 組 特になし
企 業 債

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など委 託 料修 繕 費 水道事業独自での見直しは行っていませんが、委託業務の見直し等により効率的・能率的な組織体制を構築します。
委託業務の増加が見込まれるため、増加傾向にあります。管路の老朽化等により、修繕費は増加傾向にあると見込まれますが、水道施設の点検、整備の時期、頻度を見直すなど、経費の削減について検討します。電力自由化に伴い、供給事業者の選択が可能となったことから、電気契約の見直しによる経費削減について検討します。

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）
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様式第2号（法適用企業・収益的収支） 投資・財政計画
（収支計画） （単位：千円，％）年　　　　　　度 前々年度 前年度区　　　　　　分 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度１． (A) 1,109,957 1,118,991 1,122,250 1,125,761 1,198,241 1,203,393 1,206,033 1,213,484 1,216,474 1,219,363 1,224,835 1,231,308(1) 1,104,086 1,108,038 1,110,920 1,115,042 1,190,504 1,192,638 1,195,260 1,202,692 1,205,663 1,208,533 1,213,985 1,220,440(2) (B) 2,203 7,452 7,838 7,238 4,267 7,296 7,325 7,354 7,384 7,413 7,443 7,472(3) 3,668 3,501 3,492 3,481 3,470 3,459 3,448 3,438 3,427 3,417 3,407 3,396２． 167,217 167,421 164,562 159,600 159,275 152,984 154,589 169,624 167,201 168,172 168,346 170,060(1)(2) 141,219 141,510 140,168 141,356 140,315 139,287 140,899 155,938 153,521 154,496 154,677 156,398(3) 25,998 25,911 24,394 18,244 18,960 13,697 13,690 13,686 13,680 13,676 13,669 13,662(C) 1,277,174 1,286,412 1,286,812 1,285,361 1,357,516 1,356,377 1,360,622 1,383,108 1,383,675 1,387,535 1,393,181 1,401,368１． 983,844 1,093,949 1,139,777 1,135,760 1,142,360 1,146,788 1,167,174 1,221,099 1,223,637 1,241,971 1,248,673 1,298,657(1) 73,923 87,622 87,916 88,353 88,350 88,430 88,586 88,743 88,743 88,822 88,901 89,06238,982 41,604 41,379 41,739 41,739 41,739 41,739 41,739 41,739 41,739 41,739 41,7391,797 4,800 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,600 5,60033,144 41,218 40,937 41,014 41,011 41,091 41,247 41,404 41,404 41,483 41,562 41,723(2) 590,227 681,389 718,993 695,948 694,292 696,705 698,079 704,717 709,362 710,728 712,391 714,41458,205 80,695 80,760 58,213 62,173 62,178 62,204 62,515 62,574 62,612 62,802 63,02630,196 36,253 37,594 67,672 37,750 37,829 37,908 37,987 38,066 38,146 38,226 38,307679 560 560 562 564 567 569 571 574 576 578 580501,147 563,881 600,079 569,501 593,805 596,131 597,398 603,644 608,148 609,394 610,785 612,501(3) 319,694 324,938 332,868 351,459 359,718 361,653 380,509 427,639 425,532 442,421 447,381 495,181２． 12,252 9,912 8,054 6,724 5,597 4,426 3,304 2,469 1,752 1,180 806 525(1) 12,186 9,819 7,955 6,625 5,498 4,327 3,205 2,370 1,653 1,081 707 426(2) 66 93 99 99 99 99 99 99 99 99 99 99(D) 996,096 1,103,861 1,147,831 1,142,484 1,147,957 1,151,214 1,170,478 1,223,568 1,225,389 1,243,151 1,249,479 1,299,182(E) 281,078 182,551 138,981 142,877 209,559 205,163 190,144 159,540 158,286 144,384 143,702 102,186(F) 1,860(G) 1,818 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026 1,026(H) 42 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026 △ 1,026281,120 181,525 137,955 141,851 208,533 204,137 189,118 158,514 157,260 143,358 142,676 101,160(I)(J) 4,226,831 4,332,682 3,783,792 3,301,080 2,719,957 2,319,923 2,187,489 2,280,396 2,255,934 2,030,272 1,857,385 1,958,71258,035 57,712 55,546 55,752 60,435 60,542 60,673 61,047 61,193 61,337 61,609 61,927(K) 269,119 278,615 274,276 275,761 286,694 280,469 278,521 276,146 270,102 267,753 262,450 260,43550,649 38,344 32,726 33,854 35,025 28,648 26,356 23,275 16,857 14,278 8,341 5,66696,622 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910 117,910( I )(A)-(B) (L)(M) 1,107,754 1,111,539 1,114,412 1,118,523 1,193,974 1,196,097 1,198,708 1,206,130 1,209,090 1,211,950 1,217,392 1,223,836(N)(O)(P)

営 業 外 収 益料 金 収 入受 託 工 事 収 益そ の 他 本年度営 業 収 益 （決算）  決算見込 31年度 36年度 37年度 38年度 39年度32年度 33年度 34年度 35年度
補 助 金他 会 計 補 助 金そ の 他 補 助 金長 期 前 受 金 戻 入
そ の 他
収 入 計そ の 他

そ の 他減 価 償 却 費営 業 外 費 用
収益的支出

営 業 費 用職 員 給 与 費基 本 給退 職 給 付 費そ の 他経 費動 力 費修 繕 費支 払 利 息
流 動 負 債

支 出 計経 常 損 益 (C)-(D)特 別 利 益特 別 損 失特 別 損 益 (F)-(G)

収益的収支
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金流 動 資 産う ち 未 収 金

収益的収入
材 料 費
う ち 建 設 改 良 費 分う ち 一 時 借 入 金う ち 未 払 金累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る解 消 可 能 資 金 不 足 額健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た事 業 の 規 模健全化法第22条により算定した資 金 不 足 比 率 (（N）/（P）×100)
地方財政法施行令第15条第１項により算定した資 金 の 不 足 額営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)地 方 財 政 法 に よ る資 金 不 足 の 比 率 (（L）/（M）×100)健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た資 金 の 不 足 額



様式第2号（法適用企業・資本的収支） 投資・財政計画
（収支計画） （単位：千円）年　　　　　度 前々年度 前年度区　　　　　分 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度１．２．３．４．５．６． 24,925 45,447 80,000 35,000 55,000 225,000 171,000 35,000 47,000 29,000 19,000 2,500７．８． 48,939 22,383 24,998 25,114 25,329 25,329 25,329 25,329 25,329 25,329 25,329 25,329９． 191,000 180,000 168,000 155,000 141,000 126,000 110,000 117,000 99,000 104,000 108,000 111,000(A) 264,864 247,830 272,998 215,114 221,329 376,329 306,329 177,329 171,329 158,329 152,329 138,829(B)(C) 264,864 247,830 272,998 215,114 221,329 376,329 306,329 177,329 171,329 158,329 152,329 138,829１． 305,142 277,037 318,372 309,384 1,030,546 1,016,275 730,303 375,032 531,261 746,890 713,919 446,64918,143 17,775 18,871 18,891 18,912 18,932 18,952 18,973 18,994 19,014 19,035 19,056２． 58,621 50,649 38,344 32,727 33,854 35,025 28,649 26,357 23,276 16,857 14,279 8,342３．４． 240,000 240,000 720,000 700,000 180,000 160,000 140,000 120,000 100,000 80,000 60,000 40,000５． 2,000 3,366 5,926 2,593 4,074 16,667 12,667 2,593 3,481 2,148 1,407(D) 603,763 569,686 1,080,082 1,048,037 1,246,993 1,215,374 915,619 534,056 657,130 847,228 790,346 496,398(E) 338,899 321,856 807,084 832,923 1,025,664 839,045 609,290 356,727 485,801 688,899 638,017 357,569１． 223,173 183,932 348,692 290,353 175,173 229,852 226,095 125,830 240,701 474,198 276,313 120,163２．３．４． 115,726 137,924 458,392 542,570 850,491 609,193 383,195 230,897 245,100 214,701 361,704 237,406(F) 338,899 321,856 807,084 832,923 1,025,664 839,045 609,290 356,727 485,801 688,899 638,017 357,569(G)(H) 325,844 275,194 236,850 204,123 170,269 135,244 106,585 80,238 56,963 40,106 25,827 17,485○他会計繰入金 （単位：千円）年　　　　　度 前々年度 前年度区　　　　　分 （ 決 算 ） 決 算見 込1,317 1,324 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,3171,317 1,324 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,3171,317 1,324 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317 1,317

39年度企 業 債う ち 資 本 費 平 準 化 債他 会 計 出 資 金他 会 計 補 助 金 本年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度
計そ の 他

36年度 37年度 38年度
他 会 計 負 担 金 （決算）  決算見込

(A)のうち翌年度へ繰り越される支出の財源充当額純 計 (A)-(B)資本的支出 建 設 改 良 費う ち 職 員 給 与 費企 業 債 償 還 金他 会 計 長 期 借 入 返 還 金他 会 計 へ の 支 出 金

資本的収入
そ の 他計

他 会 計 借 入 金国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金固 定 資 産 売 却 代 金工 事 負 担 金

う ち 基 準 内 繰 入 金う ち 基 準 外 繰 入 金合 計
38年度

資本的収支
補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)他 会 計 借 入 金 残 高企 業 債 残 高

資本的収入額が資本的支出額に不足する額     　　    (D)-(C)補塡財源 損 益 勘 定 留 保 資 金利 益 剰 余 金 処 分 額繰 越 工 事 資 金そ の 他計
39年度収 益 的 収 支 分う ち 基 準 内 繰 入 金う ち 基 準 外 繰 入 金資 本 的 収 支 分 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度 37年度31年度本年度



グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例グラフ凡例当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）当該団体値（当該値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）類似団体平均値（平均値）平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均平成28年度全国平均

※　平成24年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。全国平均 1① 1② 1③ 1④ 1⑤ 1⑥ 1⑦ 1⑧ 2① 2② 2③【114.35】【0.79】【262.87】【270.87】【105.59】【163.27】【59.94】【90.22】【47.91】【15.00】【0.76】

経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）経営比較分析表（平成28年度決算）兵庫県　小野市兵庫県　小野市兵庫県　小野市兵庫県　小野市業務名業務名業務名業務名 業種名業種名業種名業種名 事業名事業名事業名事業名 類似団体区分類似団体区分類似団体区分類似団体区分 管理者の情報管理者の情報管理者の情報管理者の情報 人口（人）人口（人）人口（人）人口（人） 面積(km面積(km面積(km面積(km2222)))) 人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km人口密度(人/km2222))))92.94 528.11 ■■■■資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％)資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％)自己資本構成比率(％) 普及率(％)普及率(％)普及率(％)普及率(％) 1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ1か月20ｍ3333当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円)当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人)現在給水人口(人) 給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km給水区域面積(km2222)))) 給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km給水人口密度(人/km2222))))法適用 水道事業 末端給水事業 A5 非設置 49,083 －－－－- 90.53 100.00 2,700 49,102 82.92 592.16 【】【】【】【】分析欄分析欄分析欄分析欄1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について1. 経営の健全性・効率性について①経常収支比率類似団体平均値を上回り、良好である。引き続き将来を見据えた計画的な財政運営を実施していく。②累積欠損金比率一部企業の給水水量の増により、収益は増加しているものの、今後、人口減少などにより給水収益は減少となることが予測される。一方、費用は、耐震管整備等などから増加が見込まれ、財政状況は今後厳しくなるものと見込んでいる。投資計画・財政計画に基づき、施設規模の見直しや延命化など、経費節減に向けた取組みを実施していく。③流動化比率短期貸付金の増加による流動資産の増加、未払い金の減少による流動負債の減少により、昨年度と比較し、数値は上昇している。④企業債残高対給水収益比率平成１５年度以降起債がないこと、過去に繰上げ償還を実施したことにより、平均を大きく下回っている。⑤料金回収率⑥給水原価「料金回収率」は類似団体平均値より上回り、「給水原価」は類似団体平均値より下回っているが、今後の施設更新費用等の財源確保のため、現在の料金体制を維持する必要がある。⑦施設利用率類似団体と比較して数値は高いが、効率的な運転ができており、安定的な給水に問題はない。⑧有収率効率的な漏水調査の実施により、類似団体より高い「経常損益」「経常損益」「経常損益」「経常損益」 「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」「累積欠損」 「支払能力」「支払能力」「支払能力」「支払能力」 「債務残高」「債務残高」「債務残高」「債務残高」 2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について2. 老朽化の状況について①有形固定資産減価償却率類似団体より、施設の老朽化は若干遅くなっている。②管路経年化率類似団体と比較しても数値は低く、計画的な管路の更新を行っている。③管路更新率管路の優先順位に基づいた更新を行っているため、更新率は年度ごとに大きく変動している。平成２８年度の管路更新率は、類似団体と比較して高いものになっている。これは、平成２６年度から平成２８年度の事業において布設した管の共用開始をもって一括計上したため、急増したものである。管路の更新については計画に基づき適切に行っている。「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」「料金水準の適切性」 「費用の効率性」「費用の効率性」「費用の効率性」「費用の効率性」 「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」「供給した配水量の効率性」2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況2. 老朽化の状況 全体総括全体総括全体総括全体総括財政基盤も良好で、施設、管路の更新も計画的に行われている。一部企業の給水量の増加による収益の増加はあるものの、人口減少に伴う給水収益の減少、配水池及び配水管等の改修工事等による経費の増加が見込まれ、厳しい財政運営が予測される。安全で安心な水を常に安定して届けることができる事業経営を行うため、経営戦略及び今後２０年における「投資・財源計画」に基づいた計画的な施設の更新及び更なる経費の削減に取り組んでいく。また、水道ビジョン（H21策定）の見直しに取り組み、健全経営の維持・向上につなげていきたい。「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」「管路の更新投資の実施状況」40909 41275 41640 42005 42370当該値 0.66 0.23 1.3 1.01 2.95平均値 0.78 0.59 0.6 0.56 0.610.000.501.001.502.002.503.003.50

40909 41275 41640 42005 42370当該値 109.88 103.33 117.47 118.93 128.22平均値 108.24 106.89 109.04 109.64 110.950.0020.0040.0060.0080.00100.00120.00140.00

40909 41275 41640 42005 42370当該値 38.81 40.64 41.96 44 45.6平均値 38.69 37.34 44.31 45.75 46.90.005.0010.0015.0020.0025.0030.0035.0040.0045.0050.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 2.63 3.51 3.39 4.16 6.32平均値 8.4 8.39 10.09 10.54 12.030.002.004.006.008.0010.0012.0014.00

①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率①経常収支比率((((％％％％))))
40909 41275 41640 42005 42370当該値 0 0 0 0 0平均値 4.46 7.76 3.77 3.62 3.910.001.002.003.004.005.006.007.008.009.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 2302.31 2088.3 969.32 1236.46 1570.62平均値 701 909.68 382.09 371.31 377.630.00500.001,000.001,500.002,000.002,500.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 53.74 49.14 42.12 35.81 29.51平均値 330.99 382.65 385.06 373.09 364.710.0050.00100.00150.00200.00250.00300.00350.00400.00450.00

40909 41275 41640 42005 42370当該値 105.94 100.26 116.83 118.55 129.38平均値 100.27 96.1 99.07 99.99 100.650.0020.0040.0060.0080.00100.00120.00140.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 157.38 166.35 144.04 142.78 131.61平均値 169.62 178.39 173.03 171.15 170.190.0020.0040.0060.0080.00100.00120.00140.00160.00180.00200.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 73.95 73.07 74.9 77.13 79.41平均値 59.88 59.23 58.58 58.53 59.010.0010.0020.0030.0040.0050.0060.0070.0080.0090.00 40909 41275 41640 42005 42370当該値 95.77 95.16 94.66 94.81 94.4平均値 87.65 85.53 85.23 85.26 85.3778.0080.0082.0084.0086.0088.0090.0092.0094.0096.0098.00
②累積欠損金比率②累積欠損金比率②累積欠損金比率②累積欠損金比率((((％％％％)))) ③流動比率③流動比率③流動比率③流動比率((((％％％％)))) ④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率④企業債残高対給水収益比率((((％％％％))))

⑤料金回収率⑤料金回収率⑤料金回収率⑤料金回収率((((％％％％)))) ⑥給水原価⑥給水原価⑥給水原価⑥給水原価((((円円円円)))) ⑦施設利用率⑦施設利用率⑦施設利用率⑦施設利用率((((％％％％)))) ⑧有収率⑧有収率⑧有収率⑧有収率((((％％％％))))
①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率①有形固定資産減価償却率((((％％％％)))) ②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率②管路経年化率((((％％％％)))) ③管路更新率③管路更新率③管路更新率③管路更新率((((％％％％))))

【114.35】 【0.79】 【262.87】 【270.87】
【90.22】【59.94】【163.27】【105.59】

【47.91】 【15.00】 【0.76】


